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る
す
関

札札 行
執
札入入開開

入

４

場
の札札

査道
約 審海

アイウ契北

請請項 請を札
条 申申申

３

類っ市 を 書行幌

薬て件こ件こ

け条条と

事の 成がい付付ろ

平道
行る一一に 法入
札 年うこ般般よ

２
北指と競競り す

加 約入参
に

契納札
入

付た 証定 場方 、交し
決

関所法法の

除に者 方

免

、

。るち

るすう

金す

場海

項海海の北

事北北
幌健で病

札保所道

道道

日 所

中祉付事

市福交院

日所時所時

び
及場日場

時

平 北健

成郵にに 福 海

送同同 祉 道

よ。。

部 札北年にじじ

場

号 市道月る

１ 幌海３

会 中保

提と央 す

のた中 示 のの

先は所北

出き区 場 時方

北北査西

審条

、３

期法
成請れ海海結６

平申け
書ば道道果丁

幌健申

年類な札保を目

月提な市福請北

２のら
出い中祉者海

地 和 海名。争争、

は 昭

道競入入２ 方
自 年 告争札札の

札加あに

治 法 示入参で

に資る掲

法 律 第

施 第

号関格のげ 行

にすのでる

） 規る審、資 号令

名札を 第昭 定指査入格

和 す
るをに有

条

に
者 期場る

年 物停参す

海格

平北資
な

要

間所必
道

成

す業

１病
月差
４江

年立

北立。財

区道るの

央部

す

西管関

条院に

３病務
定
を
例

目特

丁室る

６理

区福は 議 央健日合

る
め

北祉午、 室

着 郵 ３部前必

送 条道

丁院 よ ６病 に 西立時）

） は
北室 合

理 場 目管 る

。央部に道

庁郵
道、

海

知健

かの区道通保

日先
３示３病す福

ら指北立
西管。部

月に条院る祉

丁室立

日り６理道

８よ
た管

し院

で成目病

ま作

品止加る 第

書
請室

申理

よど 項令 のさしか １政

入てうう の第 購れ
規

資なすの 定号 のいとか
者査 よ第 格いる審 に）

をこ
有とはを る

ア請 薬の

す。、申 医条
らな 販の

こかし 品５

る

かほ
日院

。ウけ 売２

と

院
月病
９８

らか
で
ま

日

九
〇

則
規

和
昭 ６
舎号

庁番
本便

階

業の

な
し
出

提
を

類

保－

にな 許定
でば の規
まれ

るい
めな をよ
定ら 可に

。

受る



な算契契

加アイ

平 おし約名所約

成 、たにの

十 消合関手

四 在 費計す続

年 税金るに

二 等額事お

北 海

可開に入入わ

資用号問

札 札等能掲札札ず

入料

に消

の 希にとげ金書、

入等記費

時 望基する額

き。札に載税

に 者づる

入審及係す等

お が

道 公 報

のな性医審

定効アイウ

成全収

対お及薬組安吸

安の、性、査 象、び品

布

す札全有効に分

と入

・す、基 る希性効能関

。望等性

第

９

入入、なに

契要そはし
け定

約

る 作

者希にれめ 書札札
求者めな審 のに望定ば
当な基 のめがるら査

成

ら本

号

定。

則 北りる

年規よす

海

予

規和た

道昭め

則
北価

第年定
格

月 相に務い

十 当１を称地て

五 額円担使

日

満す北北電す

は未当用
番言

当のる海海話る

、

織保札号語

該端組道道

代数

金 金がの健幌及
び のあ名福市

曜

貨

請る称祉中－通

求と及部央

日

るる抜

い

－ のきび道区

にしこ消金き

て 札査び

は格

２ 付、の費額価

、

告告及、相

に そ本公税

額

定 と示にび消当

規 う
同め方税

す すと定地費

る る

費に価

資 医等る消等単

品品札税係）

格 薬の入
有 の質にると

を

効る代

し 有を関以課す

はつに果資謝準

者に等
てすびび

、い関及料及

明資法せ

札説る用排

入
日求用に

前を料・つ

の

にる

でら等す

まめ量関

に場す料

間た関資

のれ

示医。に

れ告該い準 要

札ら

義と薬入照

否他る

係望た

等に希し

務同品

、

質有の果

品る者結

の
等し用

有性成採

を効作

海

同資資能

るのた可

す

道 ）
号

価
規 第単
則
）
の 条第
第

範 の以の 項。限 １号制

定

囲 規下

立北

規最 よ務で に財内

とは所

き、在病３
内 加の管西

にそ地院条

す数室丁線 算端理６

る金目

こ額－

とを
切

税る
等る
税て
費捨
消り

性する事こ

な 効有す下

い

費者。

者 及る条消業と

し 安規に税で

の び同件

単反」る た 全格違等あ
い免 札 等位しとか 入 性

財 つ判入う税 、 にとた

さは）業 務 い断札。事
取で 則 、れ、の者 規 て

料

いは資

お合る

提た無

担応
約に
契れ

、そ
て、

当ば
られ
かけ
者な
当じ

は判

規料料と

医ら
該な

位製契さ

単び、断

格及
当場

も見担た

の剤約れ

入入がの

でを者合

の本
す該

しの査当

札札審み

とまも札

う日る入

よ前

例と価 の」の そ則低 り
う にい格

と第） こ）価 る。単 よ

で
あ と

項
の る１

も れ第
る さ条

北

を
額。
当）
相。

を 北

療北海

北科成医科

札海病

法新道

人病社

幌道院

市大の

社院会 の学事

三事険

項医項」団の保

部び改草項病

医学及に

出も効扱あ 第

療

さのといる

た採各るを

れをすか 条

す
。
北

昭る 海

和。平

医釧

道

成

療

告 路 法

年 示 人

北年 第

恵海２ 第
扶

有
の。
品い
薬な

会道月

病 北

救院名医 海

急及平 道

病び成療

告法 院救 示

等急年人 第

を診２社

にと落

すでのを

定療月

合出、決

場提し札

る

．．．

詳
細
は
、

者 財定
札 道規
落 海の

入

務にと
入入

本ののの

日こここ

びの及の

及告札札

語公

ク医の

法附医め会、院

病法同ラ療事

人属療、

人、

団院人項ー法項

社

団療病恵医

札の社医ク

法

外項愛法院佑療

幌事

社事札人

科、心人の会

念療愛団項幌札

記医館

国院第

病法心折、病幌

野モ医立の一

院人メ内

の

告 号 一 釧
病 中第

路示日

央
病
院院号

鳥及

市院

路病

釧同急
救

金取び

黒
団 め所 号

医 令、内 省ら
るか日折

同
申
和の

昭項称院

生撤市

厚を幌

年出所札

令す区

省回東

札
説
明
書
に
よ
る
。

約は

本容契行

日内び執

貨定、公

通予は、

国は

。

り手る

あ達す

で調開

る等
す止

更停
変の

、続

幌項院

事中リ院札事病

形ル事病、の

項整アの

療項

医外病項院医事

、

の削事法、

療科院をの

井

人院事り項人今

法病

同医葉外

讃の項、、柏

生事中

九 会項項療脳科

一

人経院

宮、平勤法神病

協社外の

の医成医

森療

中団科事

４診

８通急

町大救

記法

の

３目所

目丁療

丁
番

定海

地番認北

を堀

部
一事

の知

号）道

第る北
同同次

８旨
）届東 在 号の条

第出
っ海３

条あ北目

１が丁
号

項。知１

１た道番

第
に申平

定堀

規
の事地

りる
有得
がり
と有

こが

央朋病項

。
る
得。

念人

病仁院及 病麻

整事水

院生」院会のび

事形事形項間

の整をの

の

、、

項外平項外、外

よ
う達

に
改也

出 よ成

正

る撤
回

次達

の
救也日

急



成萌

赤 江 留市

別」平 萌寿

市を市 市町
の」のの １

江成市

丁 」項に項平項
立

目 を留改

萌め別

赤
平

番 平市る市

成立。立

北 海

事に 医り

項帯改 釧院平、

市、

同 路の成」中広め

に 項 市事

改平の同

め成項項

医 の項

療 項、

と 、 法 釧う

か

北ち 人 路し」同
社 市きを項

海病 医整釧

道 公 報

胃同

腸平室 項
」成」 医蘭
を を療市

法の 」

平 人項 に医科

成 社医 改療胃
団療 め法腸」
恩法 、人科を

同社医

第

項め医法 館

小及る旭療人 新

人生

都」樽び。川法元

の療の整会

市に市医市

山

院め項法項形森

病改

社療科病

のる三人医外
の

項外団法進院

事。浦

及科長人藤

号

市の

腸館院

胃函病

科郭

科
平のの事

成事項項
十項医、
四中療医
年法療
二地 平人法

総 総病 」
合院」合

病のに病

を
院事改院 留
事及る事 萌 」の項めの

医及 東 改項び。項 市 に
る療び 雲 め中

丁 萌人本 ２ 。留法杉 町
立団院 目 市社医

団

厚の 西 師形平路」道院

一生事 池 会外成第を

病科

病平連項 整
院成帯中 形

院ク
のリ

広 外の 事ニ

厚と 科

生か ク

項ッ」事

、クに項

病ち リ 医の改を

の院

ニ 療事め削」院病

、改事」

ッ 法項、りに

び項同め項を

ク 人及同

和人

の 社

会室 項団院平

に

旭蘭 医さ成」

川太 療と

改
め 高平 法う

砂洋 人整

る 台病 社形

の 佐」に 病院 団外」。
項 外、め の事 藤に改 院

科る 事
び 腸成及び 胃平。 項及

澤院項

び肛橋唐病事

新

び

療科科病の及

医門外
院膚の項総

法医皮院事
項医病

同の科事、合

人

旭

会項院、療院

仁事医
医事療人川

佐、の医法
人団十

木療項法社赤

々
院人回幾字

病法中

月成社人

十団富

五高田

日橋病
病院

事項

をの事

」院の

金

成、医

平項、

曜医療
療法

日法人

総藤の
中 」

病会項 地
合花事 番

」別 に
院江

藤成

を谷平 、
平 留病

成 萌院

市の

立事

病項」

院中を

事 団釧医項る中

」」

項 藤路療医。医院

法成法 中 花循法療平療

会環人

人 平 釧器扶人

社
団 成 路・恵考

谷呼会仁

北 藤吸釧会

病器路釧」斗

院ク中路をと

のリ央脳か
成病 を

事ニ病神平ち 」

」

項ッ院経

、クの外

科日 旭

鐵 川 医
院室 医 の

合 学

項を総 大

事」蘭 科

中

平病 医

の 部

医科成院 学

療医

事 附

項 属

法院
人

中 病 社
院

の社平生晃病
団」院

大木の

事団成会会

項野

西原事

病循項

中口
病

院環中 平院

成の」の器

事を事科平

項項内成

、平、科

西成石医
崎院 」沢

病の を外

院事」

人函

科

病

改健辺

に団渡

」社館
村事

。大の

る会院

め和
項法
事療
の医
院、
病項

、人

、成成

に平平 を
平

宅り

名訪訪通居ぐ

留成
護護 介介

称介介 問所 問

事 どど

業援

護護 又事支

は所

に 平

、 成

千の事科

葉事項病

外項を院

居し

科中削の」平

北

生宅た 海

介。平

平鹿

道

護成

活 成追

告 町保
若 示 の護
し年 第 項法

、く２

」清は月

藤改事成

佐にの平

外め項
黒。音町

のる更

科、中

野

差に部松更木

江次乙

のの町の大

町次町内町

部項中東

項よ乙の項通

北う
海に町、

の項を 平医

成院」事、

のに項医平

事改、療成
前

滝恵る石人松

め法ク

市市市団町

川庭。狩社

項項項西項

ののの上の

雄
川療療科

滝医医外中

改
稜函
五会
館心
函

千め

め項
改の
に市。

」歳る

ま所

んん ひ業

。療
る医

名りりりん

わど ぐぐ 氏

所宅援

サの訪訪通居支

ビ介介介介事 種 ー問問
白同同

ス類護護護護業

昭

所稚

居 号和 に水
改町宅日

及支
法 る項護

年 めの介

釧計
第 び援

律 。
路画

項成 第

の作 ）

町の 号

中又
は 条

民川療目

道加国上医丁

人」

江る健町法２

立え

団

病保項社を

差。康の

院険及
天北東６

の病び幸河番

爾町院音

項塩病郡

事院
志の」更

中
成乙中木

平郡項を町

立人人リ成

市法法ク平

病北社」

院晨団に

の会上、

事恵西

中野リ成を

項みク平」

病ニ

平
成

平院ッ

成のク

事の

項事」

病
一

第
歳

千
会
仁
同
人
法

富白

在市郡
内老

事
の

院

目萩

又丁字
４町

地岡老
野

北
海は
道番
－ 知住
事号

介 第

成設 ２

平施 の

堀
所

護 １
を 項
担 の

せ に

をさ 定

」当 規
関 、

成機 り

平る よ
を 介
次 護

部医ッ野

町平療ク大

字成法ス通

人東 緑

社 」町

団丁 を

幸目 番
の 成を病」 地 平」北１

院に １平ア、

成ネ 平」平 成に成 」

中項を

中

」平平」
改

を成医ク成に

療

め 法

る

平

人 成

。 社

」団」

を上に

西改

ニ。

に成リる

」平クめ

中
項

改

成
平

九」

二を

定成

指平同同同

成
平

達年
月 也
日

の 扶
め

改り た

にお の

」と 助

。
るの定

め指

、 に
改

」河番 め

に東４ 、
項め音を

同改郡」

ッ
」

め
る

を 。
」
改療ッ

に医ニ

に
」



北

平 海 厚事医歯

道成 生業療科

告 指所法医

平 示年 定人院

成 第北 居社

十 海 宅団

四 道 介京

年 号告 護会

二 支増

北 海

お 北

生り名 海

届平 道

出成北 称

活
告

海

保
が 示護
あ年道 又 第

っ２厚

法

は

昭た月生
連 。 号氏 和

日網

道 公 報

具式 ル見用

本グ北祉株

内サ与 プ護貸会 ー 間介

ム 科ビ業せ ーー事 ホ社

医指 あい ス所

第

痴ーデデ家ゆ

ハうサど

イ 呆ムゆイつ
ビ ーう 高ッゆーい

サ 性

ふ ス 者ー」ス ビ 齢ピう

ナあ ン

ルウれ セり グド
ー

号

サー

療医イピ

医科デッ
スナ

社ビウ

人ード

法院

示 増タ

会ン

京セン

団

月 第 援永

十
五

号日

援宅理

支居管

業養導成

事療指平
年金

に

番檜地度

曜

い

郡お

地山

日 江

宅

第サの居

律
法

年名走

ー種 ビ介

第
）

ス類護 号

所網

おか

地北 ２

市 の在走 条

活福貸福貸

院ば福ん

定

共介祉与祉与

短療痴型

入介対同護用用

期養呆
中番北函

所護応生具具

郡 市市市

川 樽地見館

小

短生

ホーのん

プンい タ
介所所期活

痴型活通通

護

対同護介介入介

呆共
地函帯亀地

応生護護所

市市１

田田 の館広の

亀

居管通

歯ハ

永ー

郡郡 １

地

養導護

療指介

宅理所

差て

郡 郡１
田 山の

檜亀

を

町等

本金

字助

町補
務

事

同る
す

付

番交
又
は

１ には西 定

又条 規

６ の

所９ 、

海目 り住 北丁 よ

成 護

届平 介

事 定

知 指

道

機

堀
出

関
か

町

別 穂２川

幕 稲北新

の

町 ２条

札 丁西

内 目６番

丁 青
葉 番目号

町 号番
地

代町

七七 万南

同同同同

字字 ７７

町町 町南

飯飯

鳴鳴 番線

川川

地 町町 号番

飯 差

七 江

同同同同

番番

町 町川 地

鳴 新

字 字

町 町
番

成
平同

地番

事

同同同同同同
補

同、
業

同同同同同同同

同

ら達

同

次
と容止

也廃 の

内 次

任

地と平退

土の就の就

改お成任別

良り
員２就平同

法役年
の月退成

海
北
道 別ヘヘ告 クク 記ヘ

示 ク タタ第

掲ー ーー にタ

ルル げル

補 補別

ク金 クク 助記ヘ助 ヘヘ

タタ 金
限掲ー限 ーー のにタの

度げル度 ルル

象平記

対別

助
経成

の 費

同

助月中

補２項

、年事

中森坂山

同同同同同同

竹吉

昭

任 和就
任日年

年及月

法び日

の理監理同

第任
律退

届事

第
が・別事 ）

出の 号事

あ
っ
た氏福茶 条

未以号

事上 満上 る以

業
積ル

面ー

益タ

受ク

のヘ

限
分満

区未

上は 満上 額る以額 未以

は事

、 、業

タ表

の受クの

次のヘ次

掲積ル掲

に面ーに

表益

額額

る分満る

げ区未げ
す 限 とと

す

率
を
部

一
の

）
定
決
の
等日

誠

田生田島本下

よ
の

次

雄弘一一

義輝俊一美宏

恵同同同千恵同

則雄二

市市市

庭歳庭

九 漁下穂中釜林春

三 太島栄島加田日

松 松

番番 番番 地番地地 番

。本木 第

千

に
定

規

名夫一 の

志雄 項

島 り

海庭広 よ

北住恵北

事山南 恵

知上市 、

道市
里 土

口の 庭

堀

地

度

改
に

」

額円円円

千千千

る

。
る

め

る

。 度

を

」

額円円円

千千千 。

道
海

。北

る
す

正
改

に
う

６ 地地の 地番地

堀
事
知

也

か

達 区

地 良地番 改番

也
達

、所

ら



関成区

のの平

次そ地川

地
区係

は月

つ類２

に書年名西
事畑暗

い
て、
、平日地き

北 海

北 次

海 の理監理

道 事 と平事

告 お成の

示 ・別事 り

第

員２
役年
の月氏小

号 野 住
所日寺

道 公 報

北

土 海 同同同同

道地
告改
示良
第

同同同同

法
昭
号和

第

同

任
退同同同同同同同

同同同同同同同

号

任
就同同

平
成
十平同同
四成

年
二

総、

道成帯ょ

営

改 業

地２整層

土年合土
良

改月備

良
のら手

業かい

事日担）
支 の 土

喜

良、］

改間型

地日援

出
届

の名郎

更一

変

住上

っ郡

あ磯

が変上地
大

字 更町

。磯

た

同監同同

第
律

法
年

第

事）
号

生呂川田第

竹野山宮条 森

事
理同同同同同同同

山坂吉茶

千
田本田下本田木

吉福
月
十
五
日

事
監同同

金

曜

田次滝

宮谷大

日

事一
更縦、
種 変の道

業般農

道整

画に海画

計覧北区

る事類、

定す知理

を供

覧道
海
縦北

。堀

た。
め

川
工

北

前番
郡３

知磯の

道変上地

海

一項

大
字 更町

堀磯
上

事

同に
定

規

雄勝美寛の

輝
市市り

庭庭よ

恵同号恵

島松島央上

下島下中、
磯 松本松

土 町番地 ４

美

目良 地地 丁改 番番地

二一弘

義志義誠宏俊雄

同同同北千

忠夫則一一

釜

市島市

庭広歳

同同恵

栄南加

中上漁春林穂市

島山太日田

の 松口

番番里番 番番地 地地
地６ 地地番の 番番地地

市
庭

恵同同

寛義夫
廣崇

央島島

中下北
松
番
地 番

支
場志

達後

２ 地の 地番

よ前
所庁

也

北

昭うの 海

和にと平 道

改お成 告

年正り 示

北すと年 第

海るす２

川

達所工

道。る月

也

後番
市 起

の平内

合発稚同

組

ノ大

事成
務

の に２ャ抜

所年シ字 人

地ら

番か

７区
備月ッ海

次が

６、

北

漁のあそ 海

船とっ

大広

道

損おた
の

告

害り。
届 樹尾

示

等漁

出

第

係 補船

に 町町

項

償損

北

土のそ事 海

規の平業 道

定関成主

地
告

体

改
に係 示良
よ書年名 第

り類２

法

良別
頓

富浜
２
の

、は月

野部
南

告た。 号

、
第し
示だ日

平
号成

災月
業２

漁年
害

プ村

償以
補日

え

ッ 所 い丁バ

置日３字 住

岡

平番イ 及 、１カ

て目
号道部

び 成６深

月名實敏

２好

氏 年
る

日

法害 号

定 等

指 中紋

法

船 和償

漁 島昭補

調 西別
基同律令

は 法行

書 年施

漁 盤第

、

昭船 整

損 備号和

害 促）

昭

等 進第年

地 次、 号和
の平日

年土成区

法地
事月

第良２

律改年名
事 業

行ら 第
施か ）
の日 号

業 の

農

地き般

土暗一

協日 条

土備

総客整

良、道

改ょ
整）

合

乳

備集

に
法前

］
型）

般道

一農

北

域れ
区さ

る結
よ締

に
契知

区済道

び共海

及た
い

定つ堀

決に
の約事

分

入名内

ら
か加区稚同

）

申内内

、漁の稚稚

間
日

船

損 般海出漁機

船 一北

縦知す協漁

害 の道を業
漁組協

補 覧事る同業

等
協組

法 供堀業合同

償 に

政

第 す
補

令
第法 盤第 条償 基

第 整
備号 １
項 ］）
規第条 の

第項 に 道条１ 定 農５第

の出 同項申 る１の よ ）

２
議間 の

海規を 意 北同

項
い般 ５
つ一 第の に、

査覧北 お種 審縦 に
ての

類 準
結供道 て
のに海 い

適。 す
、る事 用
果す知

と 同
当堀縦 る

農
、

水
排
用
用

業
農

九道

四

部、達

一は
のて

北北

、

る同合

の従
次お也

をな

。組
項称

也名 １
の 第

達合 条 漁 め 十にる 求 道定す を

庁届協 た 支る業 る 勝よ ８
定 第

決覧 法

、出同 め １
。也所 第
た 条

し達場

支支

川谷

上宗

道道

海海

庁庁



保た解え
備

平 安目置

成 除 林的次い

十 とのて

四 の し図縦

年 て」覧

二 指はに

北 海

２

保た解え解在

備

安目置除場

のて係

除 林的次いに所

て」覧保 の し図縦る

と
指はに安

道 公 報

定１ 北

森を 海

解平 道

除成解在

林
告

除場

法
す 示

る年に所 第

和。２係

昭

月る
保 号年

日安

第

小中そ

３４５６７８９

型型型型の

小小秋中小

すけいいかえ他

型型さ

中

けけ定かかにびの

さ

ごご型

・と置つつかか

漁漁漁漁さ

まう網りり

すだ漁

号

欄
ん型

第さ中

法
２中１２

まさ

号網棒 ３受ま 第棒ん 条

理

漁受

月 定、供

十 さ省す

五 れ由略る

日

害道の

風農そ
、）

し。

の用図

金

備とを

防地面

曜

る海
す北

日

省すの

定、供林 理

た道

、）
し。

れ由略る所

さ

西 害道の次

風農そ河て
更 防地面図

郡 の用図の
す
村 す北示

別 備とをに

律林

法

更 た道部
字 る海

所

第の
広 第

帯 ）
号

市

第

町 ２

木 の

桜 条
２

漁網

流ら業業業業業し
」

業び
漁及業

網業漁

し

を
小中小春定

１２３４５

漁

の型型型型さ置

そ小

掲業網 に

他いかえすけ

浜
杖

虎
の

業
漁

る業 げ漁

域
区

部
林
部
済

経
庁

支
勝

め十

に
別 め十分

別
更
び
及
課

勝
支限

庁る ・

経。

部

・ 済）

林
及
課１

部の

項

広３

帯上

び以

示 北 にに

定図

規の

の次

次分 知 、部 道 りす 海 よ
に。 うる 堀 よ限 のに 事

置

のかにびけ定業

保）

りごごう漁

中釣かかと
業ら及

さ漁漁漁だ業

型

さ

漁業秋

網漁び

し業業

杖
虎

る
め
改
に

」
け

業、

区
地

の
合

組
同

協
業

漁
浜

解

１２３

に
場
役
村

の
）

解場保た

除所安目
し図

定との
除 予林的次

つ

役に

市筆

安て」 の 保

法

にい

所
北

農律 海

林第平 道

成

備

水 告 解え

産 示 置号 大年 第

のて臣２ ） 除次い

第

指

也 の
林

達 安

図縦か月

５

解え解在保た

備
置除場安目

て係と

除次いに所林的

４

。

図縦るし

の

解え解在保た

備
置除場安目

て係と

除次いに所林的

３
の

分
区

項

図縦るし

の

林的

除場安目

解在保た

理

林指は

るし

係と

に所

在れ由略

所さ省

の定、

益衆路の

浜公道そ
、
し

とを

浜保地面

郡の用図
る海

村す北

益健

のら 号 」覧
、供次 理の はに、日 条

に 由略るよ定 省すの規

そ保る 、）によ し。う
が 路図林知 水の安通 排

北定っ 地を指あ 用面の

に安指

」覧保て の

た と

省すのさ

、供林定 理
は

風

、）
し。

由略る所れ

図郡の

道の西害

農そ河
村

とを別備

地面更防

用

に安指

」覧保て の

す北

省すのさ

、供林定 理
は

風

、）
し。

由略る所れ
の

西 水の筆害

排そ河５
備

更 用面つ防

郡 路図に

保て

村 と北て
別 地をい

河風

所れ

のさ

林定

安指

道

村
別備

更防

郡の

西害

務

。林

林産

有め水

国た
課

海に山

北図治

の部

次
道示

九 知す及

五

限村

堀に益

分浜

事部び

た十除

る道解。 す海を
で

経定

庁予

支る

め勝す
森

課、

部旨

林る

部あ

済

別

た道更

る海字

び林

及

め十
勝

経１ 庁の 支

示 課に 部図 林の 部次 済

る道の
字 す海次

びす 及

め勝に
別 た十図

更

支示

庁す ・

経部

部に
・ 済分

林限

及） ・

課。 １

部る の

別
更
字

び

１
の

。場

る役

す
示

に
図
の
次

別
更法

置

也え
備

達）に

役和

村昭

場

役限 村に 別分 更部

に年 ） に。 場る

別・ 更
村
役

。
る
限

に
分

部

に上

場以

）



北

北

１２３

海

見 道

市

平作作作

告

か

成業業業

示 種期地

ら 第

２、

年類間域

月北
見 号 公平富

日共成良都

北 海

号 北

旭）

７

海

第 道川 平契

告開 成約名所

条 示 に在発
に 第

設 北すお
建 年関称地

部 海るい
て 号

告務海海準
長 道事北北

道 公 報

３４５６

契一一 落落

約般般 札氏住札

の競競 者金

相争争 の名所額

手入入

をの

名方札札 円 氏
び海海決公 月 及北北

第

平落入辺落平

次周

１２

と成札札機札成

の

に契器を お

総１定１

り年係約決年

般月特合式し月

一２る
定管た 競
争日役理日日

号

海
北

い

道 て

告 縦
平示 覧
成第 に
十供

四す

年号 る

二

野市

。

測
２画

量年市計
見

水日北

級８業

２月事

月土

）５南

点ら駅

準か

地

示を道道用
か

ま画

日区

設幌る
、 第担建札す

ら

当次

す部市同 の

組設央第
と 号る建中法
お
り 織管区

共 名室３第
公 の理北条

量 及設西項
測 称建条１

実 所報丁規
を び情６の

ビ札し ） 住道道定告 額

ス中続

ネ市手

ジ幌た

所
ー条

メ３
ト北

ー区
オ央

ス

入務シ

ン丁
ョ７

シ西

及に

よ称ム

に名テ

札の

者量す

札数用

落び使

り
たー

しバ

定ー

決サ

をる

月）

十
五
日

金

曜

日

る

海係

北に
業

事
理

で整
し
を

堀分
処

事地

知換

道

よ
す 地に

施 在課目定

た

あ 量が 測知 、通 旨る
る

っ 法
和。 昭た

社地
会番

式１
株目

年

機
末

端

。、

）
ル
ビ
苑
緑

事タ

知ン

道リ

海プ

北、

土
、

達旨

ト
フ
ソ

堀、
ー

業１
地

也
北

都の 海

事平 道

業成施

市
告計
計 示行 画
画年 第

の２者 法

の

第
律

法

変月

の 施 及用 業 類
種事事収

２

名行 び業

業行 類市

種事事収施都
の び業の画 施者 及計 用

１

、

也ア
ェ

達ウ

名事 行

業 北

都を 海

認平 道

可成施都

市
告

市

計
し 示行 画
た年計 第

。２画 者 法

の

理成
整平
画
区

月事

法
年

昭 和月
昭２

名 更 号和
を日称

た館

律 丁し函

法可
年認

及。市

第 目
び

３第

住）

福号

条

３福

間地分

称期部

５条

成幌岸目条住

平札平丁

市６、３１

岸目５

年豊条平丁条

２平
目条西目

月区丁６、丁

美

岡、 日園、
平丁４福 か

間地分称の

称業 期名 部

成幌地幌幌

平札目札札

市内市圏
画

月区計

２平市

年豊都

西

昭

か３路

日岡道

業 名 号和

日称の
市圏

第幌幌

律札札

法
年

都
画 第

計 ）

市 号

道
路 条

第
律
法
年日

第
）

号

内の

地項

目１

丁第

第
条

知 、

道 り

海 よ

北 に
定

規

岸目条住

お

堀 と
の

事 次

丁条

平７７、３２

ら条

岡目４

成丁条西

目
目条西目

年、丁１、丁
５福

月園、２岡、

３美
平丁
７、３２

日条岸目条住
目５

で丁条西丁条

ま８

岡 目
平目条福目

、丁２、丁

成丁

平１業

ら条事

目３

月岡・

３西２

年、・

３

丘

で丁ヶ

ま２羊

日条号

項

業 １

事 第

び）

及通

目

よ

北・ に

４ 定

・ 規

３ の

海

の

事源 次

知水 、

道号 り

規
の
項

３

） お

堀通 と

池

届道

る海

よ北

に
定

九出知

六

達 市
都

り

た
っ堀

あ
が事

福

岸、２住、

事

也 画
計 ３

条岸目条住

６平丁１

７、４
岡目４

丁条西丁条

目

都
り

丁
３

条
３

岡
西

、、

也
達

。

事

也 画
計

達 市



海
北

告
道

都種事事収

平 示 用 業 市類

成 第 施 計及

十 画び業の 行四 事名部年 期号 業称

二 の間地分

北 海

４５
行 市類

施都種事事収施

業の 者施者 計及用 行業
期名 部 事名 の行の 画び

称の間地分称

業称 名

道 公 報

３
行業 市類

施都種事事収

行 画び業の 者施 計及用
地分

業称 名期部 事名 の
称の間

第

２

業 市類

収施都種事事収

び業の 者施 計及 用用 行
名期 部部 事名 の行 の画

分称の間地分

業称

号

施 計及
業 市類

都種事事
地

業称期

事名行 画び業

の間

月
十
五 浦平変

日

８

市年し

都８な

河成更

画月

計

金 道
路日

曜

業ら

事か

日 平

大成更河

虻虻前平変浦

年し

町都通７な町

田田
画月

計）７

市線
道

平

業ら

事か

路日

な

庭歳成更

恵千平変

市恵

日

市８

都月

圏６

庭年し

和平変

路平

道ら

画か

計

な

更樽樽宇成更

変小小

し市中年し

な市都尻６

画通月

計央７

道）
平

業ら

事か

路日

成

函・平

館
圏号

計２月

市射９

都放年

画号
業平

事ら

路）か

道線日

３成

・
７月

・３

４年

号

３成

）
通で

町ま

東日

・
７月

・３

４年

号
・
３
び
及
通で

岸ま

海日

事成

４

業

年

・月

３３

４

ま

・日
で

３成

央
中
地
団
号

・

月

・３

４年

号
３
び
及
通
新で

函ま

銭日

成

・

３
・月

４３

・年
日

３

及
線

岡
富

通

で 本

ま 号

年

小 あ業ま下
法 で資中以

第 企 る務た格律

業 こに、中 要
等 と見繁件小

駅
号
４
・

。合忙企号

道平平分、道航道

月つ
契便

が成成）誠が空内

の実 行

取島

う年年決に約の離

２

）
通

指２２算履す

定得政定道

資次規を規

格い令すて令に税

の政

り滞

ず第るい第よを

者る れ

競納 者

・
４

に

１

号
め契資特

資平者定
るに

必る

格成に

定 及

務 調度なの役 び年要も

定
規

３
・

３
び

達に資と

自よ成

方に平

地
治り

の協 般月

施一２

法、年

人に等 特第 同 う期業）

、同条 合 員は例協３ 組
法

２そ組第

和 以に」項 昭 人れ合１

上見と第

法 をうう号 年 ）合い７

第 駐員）掲 律 常人。に

さを及げ

い除

名月月に行る扱を

た域がく

競１１おし地

のて者にで。

争日日い

札在直、で向き）

入現

こつ

にに前１あけるに

こ運とい

関お２のるた

て業にと送。て

すい営

確、

指引年定。がは

る
を続分る保運

名き度め

停き契で送

条 要

入て のの も未は争し 条
当年ま札い ４４ 該成含

１２ す者れへる 第第 件

い参で 項項 る、なの者
加な

こ被
保。

令令 。佐）をい 政政 と

又な除と 第第 人で排こ
さ。 はい

の補とのて

条被こ条れ

すいはる種

をお格すの

るて、。約格類

定平務北北

務がに

役道

道道

種結め成海海

の締
類しる
うの２託託

よも年庁庁
業業

とと月送送

すし

行

る、日務務

令競
争日

に
和札

昭入
者
第る

令す
政加

年参
以要

。必
号に

せ配びる

こす小業 ）

る置中協 号

。こ業合 ３

とる企組 第

と団 条
組 定
の下 規

。体以 に

九 織協 す

七

企
す合 小

関組 中
に業 る

る務

止２当約き業

る」

れ以２種この

さ年該と
業を。部

て上営類と全

度ぼは

な送年ほ又

い運

じ部

こ務が同大

い業
とを

直

んにすを

。営月く分

な約行

いた契接

で満る

い

る

助。
項で

１で１者

第人第る

おておい

にっにな

項あ

準。

て契てと

い、いこ

のる

す結す

用締用

準約

当にの

合め合

場た場

る

約競

定契般格

に該一資

め
り札

契よ入下

るに争以

約

告」

係達公格

に調の資

般る行い

一すをと

るを

下な

争務北。

競役うう

資
た北

とめ
」定
令を

政格
第事 ）知 。道 う。海 い

堀

う 協
律い 等

法と 業

条

に
和 組）
昭。 同
合

結と

と場締こ

こいをう

か能

、、可

はしが

。合

。

む要む

含必含

をにを 海）

に意の

）同）

。な は託

に類庁

札種道

入の

業

加、送

参

の

也 項
１

達 第
５

の

す



７

資に有資格２資

約資資
規に

効 格係格格をに格

１のす定係 期 のるは有

の 効般のるする 間 有一

喪者る営

間争にが資業 更

期競

北 海

６

格再再し格資

イウ成資
申有 申格 中を企申たの

組し請効 請の 小有業請
の 業る合よ書期有 企す

及期 方 等者又う類間効

協ではとを

道 公 報

５

資

格再次行

アイ資をア

出いこ格 申 審 提提のう
有 の 先先ずとを 請 査 出
所かです 再 のの のれが

在にきる 申 名事

第

４
審

中びて格申申

及め資
の

企業る査請請

小協い
請

等合き申のの 業組と

同あの
時方 協に。

号

て掲経

いに
つ

平はげ済

成、る産
十当資業
四該格局
年中要長
二

入新定失次格に

小件が

い件し

、札めの要関

は

令

格落契ずに法

資のる

決にか当の

を札約れ該
該な定

す定係にし規

有

よ

と日も当いに

るのる

ででるとる

認まのすこ
とな可

たとあこと許

め

あ協法す提び間
旨する

者し該

組る業る出当

同
の合はな期

合も組
あ４れの

企にで、け間
な新

組るるのば更

業限

続

を）格のら手

合。資

く変有請い

除をを申な

者
）しる類

。更す書。

当

当。の

称地請由該る

海海者資

け北北る該

す

出札引に

ば道道で格

れ
局市続る

ら納幌き係

な
品央資業

い物中き営

な

法

理北を相

管区格を

。

法は及

合て期

組っ時期
し格の

第、び資に資先

条立法な審指

格 ３設方

れのに

査 第のけ査示

審

り

申 号にば申よ

の ４際
掲格らは作

請 に資な請
い次し

、 げをな、成

は
平 る有

月企は行

十業、う

五等適官

日

格

組な適

同し需

協用公

又。組

合い

金

協の

は合

曜

組明

業証

日

た免

のるたとっ、

合を

、

知、っと許

通。めな

録

あ効と。登

が有たき

の、を

た間は等

っ期き

る

ら新格す

か更資要

日

行う合

の、失場

１はを

で提

でた者の

にわ。に

に

資そ先

るの、出

あも
員該

有成当

を構、

格の

で更先

者変出

るを提

す
続

構も示

のた指

そしの

併

西う合

条よ、

課３得
も譲

目るは

丁す又

６と
格承

資り

、よ

はに

の渡

成 企す。にた

査し

審継

業る掲申

２ 合でる書

年 組者げ請

月 あ申類

以る請を

か の類出

日 下も書提

３ 業構提る

ら 企がのす

１ 合員先と 月 組成出こ

」のにに

る

次す

が有
と過、よ 日

該
に
か
れ。

ずき

いと

の

いい

定なお

き
と
る
す
当

６７８

契、

る。て

め
札交交便便札

入郵郵落

明付付にびの

説等及者

の場方る報定

書よ電決

り

員よ

成のに

４５

資作

札

札入入開開札

入入入
金 保 行札札札札証

執保

者

のた
場場日場日は

の

２３
請
申
再

札成約海海

入平契北北

条道道

調契履

達に

幌納

を約行参年項札出

場す海示市局

す加北を

該行 で

い半当り ま

る期

間出な

。を提わ の

う数

１

）占
と成札調

の平入アイ

次

に達調数 お
２すすを

り年付を達量

の
２
、
は

般月るるす

一
道
海
北

当

告 該

示 許

第

、
可

所法札よ法

交入に方

免

札

関入

にる

付
る便海話のは

す郵北電
出号所め

事番道番場認

納でな

項号

交い 局

す

－物－付。

品

る 管－

及所時所時金免

所、
証

る

日す

び除

海海成にに。

時北北平
同同 道道
幌庁３。。

札本年じじ

市舎月

中

る道す中物

区納
央出日

管

務間所者告場央品

役
仕必第北理

のに示所区
３課 様平北要

条

道資西 号 等成海な
に

定 入４幌丁 規 年札格６

央る 説１中す 札月市目

役る調

海 書か区北 明日

事 競
入の務予

争日項務役達

称名数

札名の定

数

下び

以及称量
道て

札海建

入量北梱個

い託包送

と庁運

」
号

さ
消

り
取
を
等

録
登
、
許

理。

と
た
れ

北課
幌線 札内 道

海
市
中－

央

入後

北局午

西
条

３
北

区

目
丁
６

西室時

条札２

３

成条庁 よ平３道 にら北
西託 る

送 。

の 月目務 ３丁業 年６

資

庁有 で道を ま海格 日北

。業

う送

庁る 本す

）務

を
実各

る海当

す北位

施単個個

堀価
単

事の

知り

。道た

。
き

九
八

也
達。

と 舎こ

目
丁
６



１
札 と成業北業

の平入

次

平 務海務 おに成 り年の道の

十 一２名議仕 付

四 す 般月称会様

年 及議等 る 競

二 争日び事

北 海

海
北

告
道

契日こここ詳

示 約本ののの細

第

告札札、

の語公入入は

手及
続びの及の入

号

容契行説

に日内び執札

お本

道 公 報

名所

わな算契

問加アイ

合関

、、たに

ずおし約

税金る

費費計す在 消消
等等額事称地

税

第

９

開に入入

落契要そ号

を

金書

札 者書掲札札

札約
す成る額に のの と作げ
札係載

に るの入に記

時

否他及るす

お 。要

号

務限
囲札

則 べ範入

規 すの各

い 入で額

と の内金

」 て
う 札あ

事 ） 額入価

。 金る単

月 入数堂

十 札項量清入

五 掃札

日

一書

下務明

以業説

札よ

入式に

金

と。

」る

曜

う
い

日

は、書

い国は約は明

。

よ

使貨定、公に

て通予

。

すあ達する

用で調開

変の

言、続。

るり手る

通る等

びす止

及更停

語

を

抜相に務

と有

貨こが

額円担北郵北電

き当１

番

格は未当海便海話

価

号出号

相、満す道番道

該端組納納

当当のる出

額

局 代数織局

単金がの物－物－
品 価のあ名品

管－ ）請る称管

と求と及理理

すのきび課北課

額

、こ費金

てび消る

い
告び、

に公及は

２の税
税

す定方費

定に地消

規
入税に

資る費等

るめ消

を札係

格

札）

し関下課

有に以る

第
単に

価有そ
れ １ がなぞ 第 ）効れ 条

海に予 の
北札の 項 、入

量 に
財る数 定

道限定 規
則を乗 り
規）を よ

務。

。道

る海

す北

施
実

を
）

。
りる

有得
がり

堀
事
知

。
る

得

こき、在道

るとは所海

加の幌線 とにそ地札内

。
算端市

す数中－

る金央

切３

とを北

こ額区
丁

税て６

費捨西

消り条

なす税

等る

税者

者条費業

いる消事

た違」あ しに等で

の件
う免 札しいか 入反とる

務札）事 財入。税 、た
扱で 則、取者 規はの業

しじ 定

無

た そ
和者得 た
昭たて め
の

合 れ
北ちの ぞ
年う額 れ

規札額 予
道入計 の
海、

最 格
第記が 価
則書） 定
載

号の低

６
也

達

。入で 単

入保
下 札金札

開開入以証入

にを保

札
加付金 保消 参納証 札札

４５

約幌海札入入

契札北入
札札 項中議行

条市道執

相。目

区事場 を央会の

者かアイウ

を
額。
当）

はの
ア査請 の、審申申申 条

ら申類 のかを書 請請 ５

効いあ 第
とる

３
。
各るを

すか 条

道資資、を件こ

は約条
締付

平

の 成が本格

行金審月結一入

、競
札 年うの査分し般

）
以札あ 価

北指額の）

価も の
下総る

２

財制額の
参ず
にい

契履札の
入次

しすの

費 すに
加れ 約行

こ付

等 よる納 証 場日税

免

と 所時金ととの

」 う
者、

う る除

い す。

同同、付

） にには納

。

。。の法

当 じじそ方

相

務所 示

含 のは

を 者等

額

総び 場
２局及 す場日 北

６課時

所西務日所時

条

話海海成

電目北北平

丁

番道道
幌会３

号札議年

市議月

－中事

まし提 のウ請の ２のの
期法先 定でな出 規時方

北 るめば よ定れ ににけ

れ便海 条るな平申け郵

書ば番道 件
とら成請

こな

会 一
とい年類な号議 付
に。２のら

事 般よ月提な
出い－務 競り

入
、 海名が申のか争
は

請決つ地 道競

を算、札方 告争

すに誠参

第札るお実加 万自 示入
に日いに資 円治

以法

関のて履格 上施

し審 又行 号す直、行の

２のた査 は令 にる前１

清 規指

者

すを業にで 掃昭 定名営
を る停年定あ 員和

必す
に当
者該 期場るも

平札資と
なこ

要る

間所
市

成幌格。

見、

１北
月区
４央

年中

の っ自

） も方

。 積地

む
た治

契法

額令 ５
金行 の

約施 分

九 に

九

す
費和 当

消昭 相
税

央堂日

及年 る

区
北事午 －

２務前

条局
目
丁室 線６議 内西会時

－
局 争、日先。

総 入２の
）示北課 で
の金指務 札

びらよ道 る
及かに海 あ

り札 の
掲成市 、
に日作幌 で

る）た央 札
げ金し中 入

格で請北 参
資ま申区 に

庁止度める

を書２ 加

と政 時 舎さ分るこ年 常

等れ契
当約。令

以 掃い該と第 人 清て
業な２種
業及。 雇 務い営類号 上

下 し 資と年び以 用 のこ
をが模 て 格。度規
を政 い 有
るにぼ」 こ す月ほ令 る

成丁
平６

ら西
か条
日２

目
道
月海

３北
年

び政 額

事
で議
ま会

日議

の
方第 上
地令 以
消

有類条 し

税札）

費号 入

丁 と
る提６ う
すを西 よ

と

るうな

どし目 す
か出

う

とたじい 。 こ満同と
第

場る）

いす。

。なく

堂

合契



北

次 海

の平 道

と成 告 ここ詳

お 示 のの細

り年 第

札札、一２

入入は

及の入般月
競 号 び執札

契行説争日

北 海

名所

捨税相者契

イアイ

す札あに

て事当落で約
かす

金者る者る関

た業
あ額なをる在 額で金と

をるをっ申事

）

道 公 報

約開に入る

契要そ号ア
札 げ金を 書札掲札落額

等算 の時決 る額加 作

の

のおに 札にし

成に定 入

当 及係た

第

っ

８９
務 交交便入

郵郵落財て
則 び 等者規 及札

便札
報効
第 電有 にの 付付
よ決
等な

に入 条 る定 場方

号

。札

第う入
７

平）説 条 成の第明
十書 ７ 四の 及条 年

びか交
二

に

は、書札

約は明入

付

、公
。

電続する下

手開よ以

話のる
等」

号止札

番停。入

がと

りう

－有い

得。

を称地

もか入たし務

－

税書はる担

っ免札者出
す北郵

落事に、こ当

て

札。る海便

札業記落と

格です決組道番

価者載
後の会

とある定織議号

するこ

るかと速名事

のを。や称務－

で問か及局

、わにび総

こ消額

てた びる金 要い
２て の費

、っ 否他
規、 告等該

には 公税当

す札 定取額

定入 にの金

資に るい１

る書 め扱に

に満

を載 札未

格記 入円

札 入方第

しれ 関の

有さ

限 項 所法札る法に １ よ
は。 規 札る の 入

し に

海海の、） 定 北北
札議所めた よ

道道場認

交いを 定

幌会でな者 り
札 た

中務付。落 め

市事

北ら

区総る者 予

央局す

月

海第に

十関 道 五す 財 日

の 則
で項 規

ま事 務条る
定
昭 金

る 和
め

曜と
北
こ 年

日

る）

ろ

。を
実

。
る 線す 内施

－

、費在課北

入ず消所務

参積等道

に見税地海

札

税市

すっ課幌

加もの札

は約業央

者契事中

るた

あ２

消額で北

、金者区

る条

費の
税

か西

が

い金 る数

なた す端
等

当 にる

のに 件あ

者額 条

は 入金 反き た該 違と し
入そ 、の た、 札額 し
財札の

５ 則、数 の 規は端 分 務

課す 価

北務。と 定

無金

限

６制

西。 の

条る 格

２

の
低

最
で

内
囲

範

目の

丁

第
。 則
る 規
よ 道
に 海

下
以

。
号

５６

規
務

財

執
海札入入開開

北入入

会の札札札札 議行

札 道

税丁 の に免６ 分

事場保

係

事目 る
者かアイ契札

４

課に業

はの幌
中 の条 、審申申市 条約
を かを央 請請 ５項 ア査

効額 に 第

ら申区 の

相 とを
３

。
各るすり

す切 条当

、を札こ件こ

は約る条

締幌と付

資資

の 本格

内般
入 金審月結市。一

の）、に競
札 の査分し

２

も
を

格
価

額

北業契履札の平道

入次

行 務 海にい成が

道参ず
北指

の 議加れ年う 約行

１
い

と
」
則

会すに

所

称
名 付
の に務

札業
入

総び
局及証 場日場日 務

課時
務日所時所時金

同同

海海成にに

北北平

道道
幌会３。。

札議年じじ

市議月

中事

２ す のウ請北 示 ２のの

定でな条 場 規時方 まし
定れ６ ににけ期法所西

な平申け目 るめば丁 よ

書ば 件
とら成請れ 条る
こな
２のら 一
ろい年類な 付

出い 競
よ月提な 般

に。
り

社入
、 が申のか本争
は

請決つ地

を算、又札方

すに誠は参
資 円治 るお実営加 万自

て履所格 以法 日いに業

又行 直、行等の 上施 の

た拠査 は令 前１しの審

警２の
者点
有 員和 業にでを 備昭 営
を年定あ

道競 期場 議るも海名 仕

入

堂に当告争 様 事者該
る第札

等等間所必す示
に

警要

備なこ

関 業入平札資と
にる

務札成幌格。号す

市 一説
４央定名

式明年中規指

１北る停

に月区すを

書

日

項量
数 事
び る及

す

よ

２

２務後

北事午

区
央堂

目
丁室

６議
西会時

条局

２の 入
、日先。 争

）示 で
の金指 札

り の
びらよ る

及かに あ
掲成 、
に日作 で

申 に
る）た 札
げ金し 入

し

を書 加
格で請 参
資ま

度める
とそ政 時分るこ、年 常

契
当約。こ令

以該とに第 人
２種警

業及員。 雇営類備号 上
度規常下 し年びを以 用
が模時 て

政 いを
にぼ以」 こ月ほ名令 る

。か条舎さ

る日２庁止
備い

平６警て

ら西等れ

目のな

成丁
海をと

３北格こ

年資い

道有。

月

と

で議こ

ま会る

日議す

海
北

事

一道

〇知

〇

提 う
すを よ

有類 し

堀
事

るうな

どし す
か出 と

る

たじ配い 。満同上と と

て）

いすし。

なく置う

也
達

堂。

合契い第

場る



契ここ詳

アイ

平 約名所のの細

成 に入入は

十 関札札、

四 在 す及の入

年 るび執札

二 事契行説

北 海

落で

入る捨税相者

アイ

業す札あ

札落額て事当

加金者る者る

札 金をた

定 等算額で金とか

決 額

っ申

に にし）あ額なを

当 係たをるを

道 公 報

９

開に

落財て契要そ号

っ

者書 規札 札掲

札約 務入
則のげ

に 効入 の 第時 有る の作

決成
な札

入及 条 定のお

第

７８

。札交交便

第う入郵郵
便

）説及
電 に 付付 の第明び 等 条

書
の報 ７
びかる 場方 交に 及条よ

付よ

号

保
を保

下 札金札

入以証入

に

すの

費 加付金

消 参納証

等 よる納

税 し

月 務約は明

十 を称地は、書

五 担、公に

日

北郵電続する

当手開よ

停。

る海便話のる。

す
織議号号止

組道番番

金 の会等
が 名事

曜

り

称務－－有

及局

日 得 － び総

者出

た る金もか入たし

税書はる

っ 消額っ免札

て 費て

落と

は 税当落事に、こ

者載札。

、 等該札業記

取額格です決

入 の金価

こ後

書 扱にとある定

札
円るかと速

に い１する
で問か

載未のを。や

記

要 第い

れの、わに

さ満

法に否他こ １て 札び 方
規に る公 の２ 限の 項、

し定 に定 ）に 定規 。告

定資 者る りる ため よす

札に たを 落札 め格 を入

にる 入 北ら

し 者関 予有

関所法札入 海第
す札 道

、 務条るは 財

項海海の認 規
ま事北北

議所な

の道道場め 則
で
定札
事交。 和

め幌会でい 昭
る市

と中務付

ろ区総る 北
こ央局す 年

。免

と ととの

」 うこ付

は納

。 者、

う る除

い す
額 の法

当 そ方

相 、付

）

地

む 見、

含 のは

を 者等

所務る

。 積

。 在課北
幌線 札内 道

地海
市
中－
央

た端入ず消

西
条
２
北
区

額がに見税

金数札、費

当る加もの

にあ参積等

金きるた税 該とすっ課

の、は約業 額は者契事

そ、金者

の消額で
る の
端費のあ 分
数税

か ５

い する 価な とす 定

金等

に 制の 。件 の者 る条 格

札し 範入反 のた違 限し

最務札 で財入 内、た 囲

務。 海

無 の則、 低規は

則
る条 規
よ２課 道
に北

６ 第
。西
丁

下
以

。

目 号
治

の っ自

） も方
規

務
財

た
契法

に
額令 ５
金行 の

約施 分
す
費和 当
消昭 相
税

６

地令 以
び政 額
及年 る

目
丁

成９付

電フ説平前交
午

時場

話ァ明

番ク書
交２らは

号シの年か所

係税 相の 額に免 に分

ミ

を

事 当切る

３

すり課に業

続担郵北

イ手
業部番道

業本等当便海

連や処務課号環

関速務

効 価第

情か理を境

と 格
２

。

も各る
す を条

情

履加企類選

参アイア

内基報

行資画過似道定

３るに準収

期格提去す

則

び書年業営集

限及案

１

い
と

」

概務

成業事業

平事
業

方第 上

月
２名容

年要内

の 消

お
と
の
次

税札）

費号 入

ロ
プ
り

リ付月午、
後 －期
間日５に

－及時同

び金まじ －

場）で。 －所か）
ら 内

日 線

）

－木

生 報に能処

部

の情力理－活

所報す

環 在をる

環

的行め札室

を遂た境
政

にき組市境

確での幌
課

握事体央策

把る織中

力３

て能等北

し務制区

の・力

選の間務業能
い

成平定提
成約営

す成基出平契運

準者 る

・拠 。年に

月求度行を

３要年履点

すか実持

資平がこ

日るら績つ
る。

月格成あと

）

年者

、

境こ、まし

日環く分
れ

報まの、そ

情れ他た
れ

供道政内ぞ

提で行道
地

備蓄関地の

整が機の
ご

業し研環域

事積、域

ザ
ー
ポ

き機のと

て究境

ル 公
ま

。
る
す

請
要

を
出
提
の

で
び
及

日
曜
土

一 日

〇 曜

一

こ有西

るを条

く
除

は
日

。
と
こ目

。る丁

とす６

にと
）こ
でる

まあ
度で

業
事
間

民
は

又
庁
公
官。

を集

既等状収

た関現に

気もらた

のら明し

存か

タ

北、ーにー

温デかデ
入

道水をるを

海降タす
し

事等集め力

知量収た
内環

堀環る道、

のす、

境。

告

業
本

と
者

は
間

時
付

交
。

ッッ

報メマ

情を境

に
務

作

也でュを

けシプ

達だ
な区



２

格

履札の平道資資

入次

行金審

にい成が本

参ず

指額の

加れ年うの査 行
場るも海名が申

すに北

請 者該道競

北 海

１

と成調北調契

の平入

次

達海達

札

お

留す 付約 り年を道を に

役

す 般月る萌る

一２す
役合 る期 競
争日務同務

道 公 報

海
北

留
道

関３そ詳

萌 の細 連

支 情に他は

庁 報同、

告 をじ企

示 入。画

第 手提

第

４
約

持企平提持の契要

そ

場又書

参画成出参他

又提
２は郵成

は案年所は作
要

送等月、送の

郵書
の

号

資平提

平格成出

成場 審
十査年所
四申２は
年請月、
二書

を

必す示入す 万 に当告争
に日 以 要る第札る 円 所

上 なこ

関の 又 北北資と

る前 は 海海格。号す直
掃 留留規指２ 清 道道に

支すを業 員 萌萌定名営

止度 常 住庁る停年 を 市
江同舎さ分 時 之合庁

項名舎仕間

入の庁の 事
称清様

札

務成

下び業平

以及掃等

数

入量入
式明月

」一説４

札札年

。よか

うに日

い書１

と
１ す案

号 る説支

照よ

のに

め書

た明

庁

先。

会る

告

留出同留

書提日に書否

便限）。便

郵期火じ郵

る５る

限後限

に等午に
よ

に着に

）必）

。時。

。。

るる

よ
月の日に

十提同

五出金じ

日

時
５

等後
限午

期）。

金

着
必

曜

日

町庁等れ
掃い該 以 ２舎清て当 人

資い営 雇 目のな２ 上 丁

をと年 し 番格こ業 用 １

る すが い 有。度 て ２

る

た

。満 。 とに と こ月 こ

実海成

を北。平

）るら

施道

。支月

る萌３

す留年

庁
橋

高で
ま

長日

示

７８
合
場
い
な

下札交交便

以以入郵郵

説及
便 下

書電 に 付付 政財明び 等

６
矢

直

」規の報

令務

入保

札金札

入開開入以証入

にを保

札下
付金 保消 参納証 札札札

４５

加

道執

約 審海札入

契北入

行萌の札 項 を留行

条 査
っ市場 を

はのアイウ

、審

請 の のア査申申申 条 こ
札ら申書 請請 ５ 入かを

約件

は契条
３

ウ請類 の

を付

、

よ 分し競

月結般

か締一

」付よ る 場方 と則交に

所法札入

うとにる 入

い
。るは

）うす札

。い関

認

第
）事北北

第項海海のめ

道道場な 条

留留所い の

支交 及か萌萌で。 ７条

の

費

北第住庁付 びら市

よる納 証 日場日税 しす

時金ととの

」 うこ付

等
う る除

い す。免

と 時所

者、

、付

） 成にには納

。 平
同同相

。。の方

当 年じじその

の等

を 月者法

額 ３

含

場
と之及 す場 た住所 示

２時

は所町日所

き江び

海

北電査目北北

審丁

、
番果番道道

海話結１海

申萌萌

留号を２留留

道
萌

請北市支 支

者海住庁

、ましの ２のの は

－ 庁

け出 規時方 地でな提 の
に 自定れ期法先 定 方に

け郵 る 法るな よ 治めば
成請れ便 条 施とら平申
書ば番 件 行こな

令ろい

一
に。年類な号 付
昭よ２のら

般
和り月提な
出い－ 競、

参

決つ札

のか入

）、争
に格

お実資

に誠加

算、
１し査

、行審

て履の

い
者
のた

之総す

にで

江務る 海
務ま２総 財条町部。 道

定１ 則の目課 規で丁務

め番

と 和る２ 昭
こ

む 日見は

よ 海に 北ろ 年

。 積、

た自

の ）っ方

） 火も地

午
後契治

行 ５

時金施 の

１約法 分
額

分令 に
消相

る
税和 す

費昭 当

総に道之１

及

通留江階

部知萌町会 － 務

す支２議 総

る庁丁室
番 線務１ 内 課。総目

務

総２

部
務

争

課

２日先。

入 年のの
金指 札 政

に海 あ 第及）示北 で 令

びか
らよ道 る

り留 の 号に

成市 入 以

掲日作萌 で 。

げ

）た之 に
る木し住 札 下

資

請町 加 令

格ま申江 参 政

る
定あ

有書２ し 」

をで

類
種
と
約。

契と
るこ
め

一及

〇び

二

第
則。 規る 道 ほ

を
模
規

。
号

の
方令 上

地政 以
び年 額

入
消第

費

い

す類丁 よ と

。

税札号

。

か提１ うと
るを目 う

な

うし２ る ）

ど出番 す

る
す

く
じ

同
ぼ

第者か



正 北

北す 海

海る

北

道

北道。

海平

企 道成

平 海企 業 企

成 道業 管 業年

十 企職 理 職２

四 業員 規 員月

年 職給 程 給

二 員与 第 与日

北 海

入は

所のの細

ここ詳

イ

執札 在及の入

札札、

入
契行説

び

道 公 報

約名

税相者のこ契

イア

あ部。に

事当落で一と
す

者る者るに関

業す札
額なを税る

で金とか免

るをっ申事事

あ

第

て

開に入る捨

要そ号ア
札 げ金をた

札掲札落額
算額 の時決 る額加金

の
おに 札にし）

に定 入等
当 及係たを

号

９

札

札約 務入

落財て契
っ

則 者書 規
効
第有 の作

決成
な
入 条 定の

月 給規 ２ 規

十 与程 号 程

五 の規

日

部の和

一程昭

を一

正を北

改部年

金

る正道

す改海

曜

程る業

規す企

日

は、書

約は明

を北規局

地道

、公に

企

郵電達する

調開よ

業

番番続。

便話手る。

職

停

号号の

員 止
等 －給 が －
有与 －

出者を称

か入たし業務
当

税書はるが担

免札者
落とるす北

事に、こい

道

者載札。とる海

業記

だは織留

です決たき組

るこ後し、の萌

ある定

同称庁

かと速、共名支

問か札企及総

を。や落

る金も

い

わに者業び務

、っ 他こ消額っ

てた び
２て の費て

告等該札

には 公税当落
額格

定入 にの金価

規、

る書 め扱にと

す札 定取
記 入円る

資に るい１す

さ に満で

を載 札未の

格

札 方要 第

しれ 関の、

有

。 規る の限 項 法に否 １
を 定
者 り
た よ
し に
） 定

次海程管

者 予
札 た

落 め

第

う営程

よ公規

の道理

理）

め管号

定業２

に企
川次
を

西部
一

。者の

る

り

の

規 得 北

る 海

程

萌線 留内 道。

市
住

が体所部
目
丁
２
町
江
之

地務

、費共消在総

ず消

等

積等企税課

見税同費

税の税

っ課体免

もの業
者

約業合業

契事場事

た

あっ出

額であ申

金者で
るて書

の

かそを

い金 る数札

なた す端入

のに 件あ参

者額 条がに

た該 違とす し当 にる加

札額 しは者 入金 反きる

入そ、 、の た、は

財札の消

、数税 の 規は端費 分 務

格
す 価

と 定

無金等 ５ 則

で
内

囲
範

の
限

制
。 の

る

３
改

利に
う

昌よ

の
低

最

２
札の平道資平件

入次条
一

にい成が本成付

行金 参ず

額１競

加れ年うの年般

１
２
番
１

すに北指

達海達

札調北調契履

入
す開す 付約行 を道を に

構出 の免の提 分

る拓る

税
事成す

協

に業員る
北

次な定 海

のおの平 道

と、適成 開

おこ用 拓

りのを年 記

一入受２ 念

般札け月 館

効額に に 第

相 とを係

各るすり課

す切る 条当

こ

。

規

次ししうの

る

附

該時、程

の当た当たち

は

各該時

則

のを該、

号週間週間当

掲勤加勤加休公

にのを

が支

第日が

４
も

を
格

価
前

るれ

第のすさ

条項属給

のにに場

項合週た

３場

１入

るも海名が月争

者該道競

日札 に当告争

現参

札在加 万 必す示入
円 要る

に、資 以 なこ

す店の 上 資と号関本格
査 は 規る又審 又 格。に
を業 掃 す名営 清 定指は

特記特

す

を 庁停所 員 る

役館役 事
定念定 る期場

仕

の掃の

項務清務間所
海海

称務様平北北

名業

道道

及等成

び一
量入４幌拓

数式年札開

説１厚念

札月市記

競にる 告

争係。日 示

入る 第

札調 １ 道

達 号

以は 開

下、

拓入
札年 記

と月
」４

念い

た勤の

げ務え務え日布

間時間時務日

る時た時

当ら

分が間が間手か

区

下振超の施

に割以割を

す

じりにりえ支行

応振

更とさる

、変な変る給

該前と前きれ。

当更る

号勤勤割勤

各のきのる

次おお合
に務割務振務

、当

次てて、

にいいに

項間員週

１時職該

の、
日休

加勤休週

を外がに

。当務の

る手勤日

え務

常 舎止等

支当替

を手振

清れ業 時 等さ事
所

資な北 以 のいを 人 掃て
用 をこ道 雇 格い海 上

一 し 有と内

〇 て す。に

三

い こ とて る こし い る有

北書か区庁

明日別館

。

町

道よ平別

海にら厚舎
小

開る成

拓。

念３幌

記年野

館月
の 館

う日

吉で
ま

長日２

館

）ラ
。マ

告

実シ
をケ

示

れ
さ

。成
る作

すで
施ュ

し

掲時振時りを

府
政
た

に変に更た

げ間り間変
該の間

時当更当前時

る

に

と休の休勤数

間該前
勤務勤時相

す日勤日務
手をす

。務時務間当

る

のえ時

当を当超る

手間
て給勤

支え支て間

の超

な給よ

し支に

給の等

給

時

間る務

時れ勤

いさり
命割

休をが

、務間

は勤
手れら

務ら振

勤ぜり

日

田

。
と

こ 。る と 当てれ

さ務

る
す

関
に

達
調

夫
和 るしるた

れ務れし

さ勤
をの

務時務間

勤た勤時

勤き

支日と

の休た

を間 る当け

れ手お

さ務に

給



７８

下下札交交

以以入落財
規 説

札務

務書の 付付則 政財明者

」規の

第 令

決

と則交

い」付条 定 場方

北 海

６
入保

下 札金札

開開入以証入

にを保

札
加付金 保消 参納証 札札

る納 証 場日税 しすの

費
等 よ

道 公 報

４５
道執

約海札入入

契北入
場 を幌の札札 項札行

条
別及 す場日 厚所 示市

第

申申申査

資審

るアイウ

っ

有書行 請請

を請を

格
か提と

るのた のの す類

号

者
は 条 こ

平の の、

成５ 入ア
十

の 札か
四

２ はら
年

の 、ウ
二

所法法１ うとに方第 ま

。るの ）うす項 。い関

規 第
）事北北

第項海海の定

道道場に 条

札開所よ の

交定 及か幌拓でり ７条
北第厚念付め びら市記
別館すた

区総る予 海

時金ととの

」 うこ付
道

、

う る除

い す。免

と 所

者
、付

） ）にには納

。 着

の法

当 じじそ方

相 同同

、

含 のは

を 者等

額 。。

所時

区び 場

。 積地

む 見

１道部平

町
別時

所厚日

幌務
成 野海階札総

小北

幌道会
札議市課年

月 ２市別

３ の幌室厚）

厚郵区

方

海区に別日 北別送厚

、

う期法先は

ど出き

時
平い申け北北査

の審

か

果

査成。請れ海海結

審

書ば道道 を

幌拓申

申年類な札開を

月提な市記請

請２のら
出い厚念者

し
な

区総通

け日先。別館に

規 地

れかの

月

定 方で

十

に 自に

五

よ 治定

日

こ 件 行と 条 施る る 法め
一
ろ 付 令

金

競 和よ 般 昭に

曜り
、 争
入 年 日

部価 財条厚務。定 政２

務の 規で町総格 務ま別

め幌囲

定野課範 則の小

内 昭る
とので 和
こ２最

道よ価 海にの 北ろ低 年

っ自

） も方

。を 規る格

た治

の
契法

に
額令 ５
金行 の

約施 分
す
費和 当
消昭 相
税

地令 以
び政 額
及年 る

） 開別る小水 道厚よ町

前 記小合幌午 拓町場野

念野は

館幌、の
郵２時 総
務の便

に

総号海送 部２番北郵

務北道
開よ 課海

記場

道－拓る

別部す

ばら指厚務知

開

。

ら月に町総る

な３示
よ小務 な
。ま作幌

い日り野課

で成

し請

に申

間た２

のしの

で 令の 札

れを

け類

な書

札 あ 第入
に る

下

す 、 以

加 で 。

参 の 号

者 札
る 入

と

要 加 」

必 参 令

に に 政

っ 第も 則 資 よ い

な し

て

。入 号
．．

の
方第 上
消
税札。

費号 入

．

契日こ詳

約本の細

の語入は

手及札、

続び及入

念合 拓
海務必

念北総、

記館は

館

名所

相者員る契

イアイ

あ一とに

当落でのこ約

にす

る者る部。関

す札

な

らし

な出

ば提

金とか

な

事

開に入る捨税

そ号ア
金をた業

札掲札落額て

時決 る額加金者

の札 げ

。

格 うう

入等算額で の

札
９

第るげ
掲 す ）

に と
契要

札
入作
な書 効

約 有

道
立
衛
生
研
究

に日び札

お本契説

い国約明

て通は書

使貨、に

用調よ

２電す達る

話る手。

番言続

号語の

及停

び止

－通等

っ申税事

額なを免る在

業を称地

入たし事務

を

が当

書はる者担

札者出

記落といす北郵

に、こ

組道番

載札。るる海便

定だき織開号

す決たと

こ後しはの拓

る
と速、、名記

あ

に定

。や落共称念－

係たをる

おに 札にし）

てた びる金もか

い当 及

て税

、っ 他こ消額っ免

２て の費

該札業

には 公税当落事

入 にの金価者

規、 告等

とあ

す札 定取額格で

定
るい１する

る書 め扱に
のを

格記 入円るか

資に

る要
限の に

成

を載 札未

者
札
落

を
者

た
し
）
。否

と

所
告
示

貨が
有 －り
得
る

内。

線

か札同及館

に者企び総

共体在部北

消が業所務

費務道

税同消地総海

費
体等幌

の業税課札

等企

別

事場税厚

税の免市

課
あ者厚

者で業区

業合事

さ に満で問

あっ申別

で

端入ず

しれ 関の、わ

有

見

い金 る数札、

なた す

に 件あ参積

者額 条がに
とすっ し当 にる加も

の

契 入金 反きるた た該 違

の た、は約 札額 しは者

入そ、金 、
財札の消額

。
る
す

は端費の 分 務

一
〇
四

を野

か、書小

るて出町

税の提幌

免そ
事構出

の 規

業成すの

則、数税

５

効額に に分 第無金等

相の とを係

条当 す切る

。
各るすり課に



ウ

平 申出者の

成 請２し３をで

十 にのなの含、

四 む数 け 必

年 要にれに。量

二 な掲ば掲）の

北 海

３

条とら

を条るるなアイ

明付件こな申申

証件こ

。請請

入 し一付ろい

の
は 者競般よ

札 た般一に

入争、

、 で争競りのの

地 あ

道 公 報

２
札の平道石と調

入次こ
証を

油 にい成がを達

納

行業 参ず

しる

法 加れ年う明す 入
すに北指

者油 場昭 るも海名た重

和 者該道競

第

１

達

札 成調調契

平入アイ

達調数
をす 付約 年を達量を に

る調物

す 月るする

２す
物 る期 日品物達品

号

協 北

次な定 海

のおの 道

と、適 立

おこ用 衛

りのを 生

一入受 研

般札け 究

競にる 所

争係。 告

月 関げなげの確

十 係るらる供保

五 書資な資給に

日

。を明い

類格い格証つ

す又証

示有有書て

指を

よるるは明

にす

金 りかか出

作どど荷代

曜

しかか明者

成うう証表

日

札入２

時方
たのの書の

自 こ参札の期法

方 る

条

法 。資あ及

治 と加で

成件

施 格るび平
付

行 のの
令 審でに

査、掲年一

和札る月競

昭入げ２般
争 に資

政加をか札

年参格日入

に当告争でを
る海

年 所必す示入あ北

にこ道

法 要る第札
律 なこ

。衛

第 北資と号関と立

海格。にす

道規る生

衛す名究 ）

立定指研 号

生るを所 第

研物停長

所のさ指 に

究品止が 条

の等定の間

等品予等 事

平

称名量様

名の数仕

項

成

及称等

び
数

硫年 量重

分月

油黄４
１
日
か ％

入る

以 北

示

札調 第

達 １

以は 号

下、
入

と月
」４

札年
い

認

関審審、承

。マ
う日

の

書にに受印

係査査引
る

をいい明あ

類つつ証
の

出はは等も

提てて書
す

な該石の）

し、、そ
書

れ届精こる

け当油他
を

な書会ら類

ば出製れ

加

令し有ら参
らの社に

うる月資

第よす３

）すど日申

号とか８格

者かで書 第るうま請

はの及
係 ５
ア査関 の
、審び 条

エ請類 ２
ら申書 の
かを

す め

購れ定 定

ましの の

資な日 石

のいる る

入て

場 品

をこ、 製

格い時 油
業

るに 売

す。所 販

有と

入 出

。納 届

と分 の

こ十

成 の 道１平 下 海ら

で を

も 立種

衛１

究１月

研）３

生号年 の

所

単
の

田りで

たま

長当日

施ュ
実シ

をケ
）ラ

価

村

政
た
れ
さ
。成
る作

すで

な写準提

達
調
府

。を売るし

いし元ず出

提業もな
お

開に入入わな

そ号問

げ金書、、

札掲札札ず
費費 の時る額に消消

の

け出 定
でな提 規

入に記

９

よめばの

定れ先 に
に

１入

８

約 海 交の

落北項札契要

札

作 付財定効 者書 道規有

る て

き し

よ入

務にな の

６７
ると
こ い

説

入開開札札交

入入入
金書 札札札付 証明

札保

４５

秀
正

はの 保

約 審海海札入

契北北入

項 を札立行

条 査道道執

っ市生場 を 行幌衛の札 書
れ請
け申

エ
る
す
関
に

お札係載税税

に な類
ば

消る抜相
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－ －－

政

収

円円円円

）党 入業
職

寄
附
額

属
所

子二

佳健

山尾

）円

挙
選集

人家通交印

派
党

屋
務家 件屋事信通刷

合

費費費費費費費

所

一
〇
九

総民 月会 ８社
主
党 日

８平８ 回
１支 間 第 計期

告成月成月 報平

出

食休雑

かま

年日年日 分

回回

告具糧泊

今前

広文 通交印
費費費費費計計

事信通刷

合 挙
選集

人家

費費費費

所屋
務家 件屋

党
主

民
会
社

出
支

費費費

成月成月

平５平８

間
期

７

かま

年日年日

－ －－－－－

らで

円円円円円円円

第
２
回

円分

－

円円円円円円円

第
らで

円円円円円円円 分
回
１



針辺の

千千土小小渡そ

キ栄栄美隆

他

代代井針

附

誠子子子奈之寄 ミ

の

自同会同同同

北 海

主維維海垣

政本迫

新 出氏た氏新道

団党 責寄党部 政 名 納る

新

者名新 体・ 任附・純

同会

収 千）風北

名風一

代政

道 公 報

補

選平公報
候氏

１２３

選書

挙成職告

の
類７法要

種年挙の者名

規
月の旨千

日定代

第

の
今前総 他他

のの
そそ

附入計計計

寄収回回

の

告
報

号

平
成
十
四
年
二

業員件
４ 営社

食休雑

円円円円円円円

印広文

）体員 入 理業団社 職治

子
絵

寄
附
額

選集

人家通交

）円円円

挙
参選人

る
行よ信

執に

党

挙に属

選動所

院運
議

出る
選す派

区関

書

員出定新

議支法維新

月
年

理
受

日
平
成 －－－

円円円円円
月

９ 休雑年

月
十
五
日

金

曜

広文食

日

費費費費費

刷告具糧泊

務家 件屋事信通

合 挙

費

所屋

月
平８

支
費費費費費費

８
成

出

挙党

選の選政

で
ま
年日

額運・風

挙金
限用間

海制費期

北の動

成月

）平５

）額額

道

ら
か
年日

計計

回回日 泊３ 今前総
分
告
報
回
２
第 費費計 費費費

告具糧

鴛角角加

円円円円円円

石澤海田田藤

江及大尾

道久美典尚明光博

口川
子恵子子美美広美

津

－

浅阿阿安

円円円円円円

利部部藤

議部
参支相青

利乃陽浩真陽

選
院沢木

第朗子子也実子

区扶

挙
一

第
１
回

主自自

円分

る民
由 候氏出氏た氏由

党 団主 補責寄主 民 名 納

本

者名者名北 体党 任附

伊工）部道

名海

－

公報

１２３

円円円円円
選書

総挙成職告

選平
の

の旨

類７法要

種年挙の

の
そ

円円円

－－－
計月 入計計

収回回

の
今前 他

社 体

同同団会同同同同

員員
職

団会
円円円円円円円円

職職 社社 体体

団会同同

員員員員

藤政同

収

円円円円円円

達
一雄

美）党 入 忠扶業
職

寄

所附 属
党額

規 報

派）円円

理行よ 受執に 書日定 告
日議挙 月参選 年る
院運
選動
挙に 平区関 成 円選す

出る 年

－ －

交印広文食休雑

円円円

費費

信通刷告具糧泊

通
集

自人家

費費費費費費

家 主件屋事
合 民挙

由選
所屋

党務

６平８
支 間

期費費費費

６

成月成月

平

出

８議支法

かま

年日年日

総選の選 月員出定

挙金挙
額運 日

限用 第 計海制費

北の動

分
告
報） 回）額額 １道

計計
回回

今前

一
一
〇

円円円円円円円円

らで

第
１
回
分円円円円 円円

－
円円



橋谷中

鈴瀬高高高滝田

木川橋橋

平 真節進敏真里喜

成 紀美

十 子子一文弓美子

四
年
二 会同同同同同同

北 海

谷木

佐佐佐澤澁島新鈴

智尚香伸

藤藤藤田谷田
子美理明

貴佳

友博美芳
同同同同団同

美也子男

同同

道 公 報

々々

堺櫻笹佐佐笹笹佐

麻恵順

井川木木島谷藤
子子

智津美

美光節敬志
同同同同

代子子子子美

同同同同

第

間條

草工工工倉河小西

真美光弘

野藤藤藤本野

子里紀華雄子

香

清幸由

会同同同同同団会

茂美

号

由洋

沢盛田地

金金刈菊
同団

子子子之

美貴

江祐
会同

月 社十
五 員

日

金

円円円円円円円

曜

日

員
職

体

円円円円円円円円

社 体

円円円円円円円円

員員員
職 社 社体

円円円円円円円円

員員
職

山山横吉米和

円円円円

敦恒

崎下梨島田倉田

山

織子子子雄

順裕香雪啓

村持森守安安矢山
子美

弘起

上本川山川原野越

代子子
代

義利勝泰澄秋

星前松松道
一恵彦史子

原谷原田見本中

平深藤
恵奈

聡誠由喜と奈真和

百
子子子子き子樹俊

希

本野武

永中野箱橋林早

雅良政芳憲暢

井野崎木

俊子美樹美優二

理
世英 妙

中戸畑井

田谷田中
子

会同団

世子二子

保和隆

員

職職 社 体体

同同同団
員員

団同会
円円円円円円円

職 社社 体体

同同団同会

員員員員

職

団会
円円円円円円円円

社社 体体

会団会同同同

員員員員員

職職 社

同団
円円円円円円円円

社社 体体

会団同同同会

員員員員

職職

同団
円円円円円円円円

員
職
体

同同
円円円円

一
一
一



の
今前総 他他

のの
そそ

附入計計計

寄収回回

の

告
報

北 海

会
清

瀬
成

道 公 報

３主自
名 報納る

候氏出氏た氏
体

書任附団由 告補責寄

西）党

要名

の者名者名

川川政

収 旨西

第

前総挙成職

選平公

１２
選 の

計月の

類７法

回種年挙
規 報 計

日定 告

号

今 他他
のの

そそ

平のの
成

寄収回
十
四附入計
年
二

日
月

年
理

受
書

平 －成 －－
円円円円円

員
社

月
８ 雑年

集
通交印広文食休

円

人子
美）党 入 将寿業

職
寄

所附 属
党額

執に 書

選

自人家

派）円

挙 月参選 年る 理行よ 受

議 日院運
選動
挙に 平区関 成 －
円円選す
出る

月員出定 ８議支法 年

月
十
五件

日

金－
円円円

曜

日

今前総
回
１

第 費計計計

回回日
分
告
報

屋
家信通刷告具糧泊

合
費費費費費費費費

所

党務

件屋事

由挙

平４平８
支 間

期費費費

８

成月成月
出

らで

かま

年日年日

前総選の選

挙金挙

回額運 日

用 第 計計海制費

北の動

告
報） 回）額額 １道限

分

計
回

今

－

主

円円円円
寄
名 納る

候氏出氏た氏

者名者名体

任附団 補責

松萩）
名

－

そそ

円円円円円円円円

回

のの
今前総 他他

のの
附入計計計

寄収回

第
１
回

女後笠笹清萩

分円円円

女
名党会間川水原

氏性援

お 体

村こ優か敬 団性松
党子

名みえ子り子

たず

）

－

候氏出氏た

３主

円円円

書任附

告補責寄

報納る

旨松萩

要
の者名者名

選

挙成職

選平公

１２
円

の

原

収 月の

類７法

種年挙

村
子子

美） 入 多敬業
職

告
報

派）

党額

属附 所

寄 日
月

年
理
受
書

平 －成 －－
円円円円円

政同会無会同

年

体員職員

業団社社 職治
）

寄
附
額

村原

収

）円円円円円円 派
党
属
所

子子

美入 多敬

規
挙

参選
る
行よ
執に
日定

す
区関

挙に
選動

院運
議

党

件屋

性
女人家

出る
選

月

平８平９
支 間

期費費

成月成
４出

月
８ 休雑

かま

年日年日

今前総
第 費費計計計

回回日 泊

交印広文食

分
告

報
回

１

刷告具糧

合 挙
選集

家通

費費

所屋
務家 屋事信通

法女人
費費費費費費費

運党

挙件

選性

定

平８

額支 用間

費期費

動

３

成月成月

）平５

出

員出
議支

かま

年日年日

額
挙金

選の
道限
海制

北の

一）額

一
二

分円円

回－－

２
第

らで

－

円円円円円

－

で

円円円円円円円円円

ら
第
１
回

円分円



上森

本員
日委佐保永長

産
共会藤村

平 党良秀ヒ

成 北ナ

十 海和也明子

四 道

年
二 政団同同同

北 海

３主
名 報納る

候氏出氏た氏

名体

書任附団 告補責寄

旨宮原）

要名

の者名者

内

収

道 公 報

前総挙成職

選平公

１２
選

今

の
月の

類７法

回回種年挙
規 報 計計計

日定 告

第

寄収
のの

他他
のの

そそ
附入

号

み
た

村
松

党会
性援

女後
政

子

月 体

十 職

五 党員

日

金

円円円円円

曜

通交印広

日 選集

聡二

） 入 龍業
職

派）

党額

属附 所

寄

受執に 書

定本

法日人家

議挙 月参選 年る 理行よ

日院運
選動
挙に 平区関 成 円円円選す

出る

円
－－

月員出 ９議支 年

体
団

治

印広文食休雑
円

通刷告

合 挙

選集
通交

円

費費費費

所屋
務家 事信

費費

運党

挙産件屋

選共

８

額支 用間

費期費費

動

成月成月

）平７平
３出

らで

かま

年日年日

今前総選の
挙金

回回額 日

道限 第 計計計海制
北の

分
告
報
回）額 ２

費費費費費

刷告具糧泊

所屋
務家 事信通

合 挙

費 費費費費

－
柴関坪橋

円円円円円円
拓智

藤原田口井本

佐篠
行晶悟子磨和

佳

敏千由

第
１
回

碇石上大斉佐

円分円円

主
名 る谷岡田塚藤藤

た氏

え
な 体
附清毅晃さ 団 寄

）
名司司人子透

納

候氏出氏

２３

円円円
書任

成職告補責

平公報

選
７法要

年挙の者名者名

－－－－－

月の旨横斉

そそ１

円円円円円円

－

の

今前総挙 他他

選 のの

計計

類 寄収回回種

のの
附入計

－ －－
伸

尾本

七原古

円円円円

同同同同同

一二一

憲龍

同 同同同同
円円円円円円

会同

）員
業社 職

寄
附
額

規収

）円円円円円円

入 行よ充

執に
日定山藤

所

院運
議挙
参選洋透

る
す派

区関党

挙に属

選動
出る

選

日
月
年

理
受
書
告
報

平 －成 －－
円円円円円

職

同同無

年

具糧泊

文食休雑

円円円

費費費費

一
一
三

合 挙
選集

人家通交印広

屋
務家 件屋事信通刷告

無

費費費費費費費費

所

選の選所

員出定

議支法
額運属

挙金挙
限用間

海制費期

北の動
）平７平７

）額額支 道

成月成月
出

前総月
８

かま

年日年日

今

報
回

１
第 計計計

回回日

費

具糧泊

文食休雑

分
告

費費費

円円円円

－ －

らで

円円円円円円円円

第
１
回

円分

－
円円円 円円円円



の
今前総 他他

のの
そそ

附入計計計

寄収回回

の

告
報

北 海 道 公 報

主
寄
名 納る

候氏出氏た氏

者名者名体

任附団 補責

山藤

収 横斉）
名

第

総 他他

科のの

山脇そそ
寄収回回

のの 新俊

今前

同告
報 附入計計計

一之
同

号

口山田

樋村森

平裕優浩

成
十一子文
四
年
二

月
年

理
受

書 会同同

日
平
成 －
円円円円円

雑年

集
通交印広文食休

月

洋透

） 入 充業
職

人家

派）

党額

属附 所

寄

月
年

理
受

書

選

無

日
平 － －成 円円円円円円円

月
８

年

月社 十
五員

日

金

円円円

曜

日

今前総
回
２

第 費計計計

回回日
分
告
報

屋
家信通刷告具糧泊

合
費費費費費費費費

所

属務

件屋事

所挙

支 間
期費費費

平７平

成月成月
出

前総

らで

かま

年日年日

今

報
回
１
第 計計計

回回日
分
告

－

他他
のの

そそ

円円円円
計

寄収回回

のの
今前総

附入計計

－－－ －－－

岡会

円円円円円円円円

ゆ
あ
と
会勝
合繁
連谷
部

円円円

回－－－

２
第

む

３主民

分
納る党

候氏出氏た氏主

附海 団 告補責寄北
名 報

総

の者名者名道 体

書任

旨岡無）支

要名

－

選平公

旨
要１２

円円円
選

次成公挙成職

を平

職の の

法

と年の種年挙

お２候類

行
り月補月の

北

公の 海

職稚 道

選内 選

挙市 挙

法北 管

海 理

昭道 委

受
書
告
報

理
日
月
年 件

平 －成 円円円円円

体
団
治
政

年

谷関政

収

円

勝二

）党 入 繁啓業
職

寄

所附 属
党額

者２規

派）円

公

よ

す選執に

表日の日定
挙

動稚選

。運る

る挙行
海に

す北動

関市運

に内
会る

北支議す

収道関

る
海報

和議 員

会 会

年議 告

法員 示

律補 第

第欠
選 号

挙
け 第お ）に 号
る

雑

条公

今前総月
回

１
第 費計計計

回回日

通交印広文食休

分
告
報

家信通刷告具糧泊

合
集

家

費費費費費費費費

屋

属務

件屋事

所挙
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